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民
主
党
に
よ
る
１
０
４
７
名
闘
争
解
体
を
許
す
な
！

　

24
日
付
毎
日
・
東
京
新
聞
の
朝
刊
は
、「
政
府
与
党
三
党
と

公
明
党
の
担
当
者
が
２
月
23
日
、
会
合
を
持
ち
、
国
鉄
の
債
権
、

債
務
を
引
き
継
い
だ
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構

に
対
し
、
裁
判
中
の
原
告
約
九
百
人
に
計
約
二
百
七
十
億
円
の

解
決
金
を
支
払
う
よ
う
求
め
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
各
社
に
は
約

二
百
三
十
人
分
の
雇
用
確
保
を
要
請
す
る
と
の
和
解
案
の
た
た

き
台
を
ま
と
め
た
。
各
党
に
持
ち
帰
っ
て
検
討
し
、
三
月
初
め

に
も
政
府
側
に
要
請
す
る
」
と
報
道
し
た
。

　

こ
の
攻
撃
の
本
質
は
何
か
。
民
主
党
・
連
合
政
権
に
よ
る
1

０
４
７
名
闘
争
の
解
体
＝
国
鉄
労
働
運
動
の
解
体
攻
撃
だ
。
民

主
党
は
、
自
民
党
が
で
き
な
か
っ
た
１
０
４
７
名
闘
争
の
解
体

を
通
し
て
、
戦
後
労
働
運
動
の
中
心
だ
っ
た
国
労
を
解
散
さ
せ
、

労
働
者
階
級
の
闘
い
を
根
絶
し
、
改
憲
と
民
営
化
（
外
注
化
）

攻
撃
へ
突
き
進
も
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

　

そ
も
そ
も
四
党
が
提
示
し
た
「
和
解
案
」
な
る
も
の
の
中
身

の
最
大
の
狙
い
は
、
解
雇
撤
回
を
放
棄
さ
せ
、「
Ｊ
Ｒ
に
法
的

反
合
理
化
・
運
転
保
安
闘
争
で
解
雇
撤
回
・
Ｊ
Ｒ
体
制
打
倒
へ
！

　

国
鉄
１
０
４
７
名
闘
争
は
23
年
間
で
最
大
の
決
戦
を
迎
え
た
。
23
日
、
与
党
３
党
と
公
明
党
が
会
合
を
持
ち
、「
Ｊ
Ｒ
不
採
用

政
治
決
着
へ
４
党
合
意
案
、
解
決
金
は
２
７
０
億
円
」
の
た
た
き
台
を
打
ち
出
し
た
。
こ
れ
は
検
修
外
注
化
と
い
う
第
２
の
分
割
・

民
営
化
攻
撃
と
一
体
で
、
金
で
1
０
４
７
名
闘
争
を
解
体
す
る
重
大
な
攻
撃
だ
。
国
労
本
部
を
は
じ
め
４
者
４
団
体
一
部
指
導
部

の
民
主
党
政
権
と
Ｊ
Ｒ
資
本
へ
の
全
面
降
伏
は
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
屈
服
し
た
以
上
の
階
級
的
裏
切
り
だ
。
追
い
詰
め
ら
れ

て
い
る
の
は
民
主
党
と
Ｊ
Ｒ
資
本
だ
。
今
こ
そ
解
雇
撤
回
を
貫
き
、
検
修
外
注
化
阻
止
・
反
合
・
運
転
保
安
闘
争
で
Ｊ
Ｒ
体
制
打

倒
へ
闘
う
時
だ
。
動
労
千
葉
ス
ト
、
２
・
13
闘
争
の
勝
利
の
地
平
に
立
ち
、
労
働
者
の
団
結
し
た
力
で
闘
っ
て
勝
利
を
切
り
開
こ
う
！

国 
鉄 

情 

報

解雇撤回投げ捨て・不当労働行為容認を前提とした

責
任
な
し
」
を
認
め
さ
せ
、
国
鉄
（
＝
Ｊ
Ｒ
）
の
不
当
労
働
行

為
責
任
追
及
を
こ
こ
で
断
念
さ
せ
る
こ
と
だ
。
わ
ず
か
の
金
で
民

主
党
と
Ｊ
Ｒ
資
本
へ
の
全
面
降
伏
を
誓
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の

だ
。
検
修
外
注
化
と
い
う
第
２
の
分
割
・
民
営
化
攻
撃
が
か
け

ら
れ
て
い
る
今
、
解
雇
撤
回
を
投
げ
捨
て
Ｊ
Ｒ
資
本
に
屈
服
す
る

こ
と
は
、
国
鉄
労
働
者
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
労
働
者
に
対
す

る
大
裏
切
り
だ
。
こ
ん
な
全
面
屈
服
は
断
じ
て
許
せ
な
い
！

　

大
恐
慌
情
勢
下
、
青
年
を
は
じ
め
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
労
働
者

が
倒
産
・
解
雇
・
非
正
規
職
化
で
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

そ
の
出
発
点
は
国
鉄
分
割
・
民
営
化
だ
っ
た
。
多
く
の
労
働
者
は
、

国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争
に
自
ら
の
希
望
を
見
出
し
て

き
た
。
解
雇
し
た
資
本
を
許
さ
ず
、
労
働
者
の
団
結
に
依
拠
し

て
、
解
雇
撤
回
ま
で
闘
い
抜
く
１
０
４
７
名
の
誇
り
に
満
ち
た

労
働
者
魂
に
共
感
し
、自
ら
の
闘
い
と
し
て
支
援
し
て
き
た
の
だ
。

１
０
４
７
名
闘
争
は
労
働
者
の
闘
い
の
結
集
軸
で
あ
り
、
民
主

党
・
連
合
政
権
打
倒
、
Ｊ
Ｒ
体
制
打
倒
の
最
先
端
の
闘
い
だ
。

　

２
・
１
〜
２
動
労
千
葉
48
時
間
ス
ト
ラ
イ
キ
と
２
・
13
Ｊ
Ｒ

東
日
本
本
社
１
８
５
０
名
デ
モ
は
、
第
2
次
分
割
・
民
営
化
反

対
闘
争
の
宣
言
だ
。

　

検
修
全
面
外
注
化
攻
撃
は
、
Ｊ
Ｒ
を
数
百
の
子
会
社
、
孫
請

け
会
社
に
分
割
す
る
と
ん
で
も
な
い
大
合
理
化
攻
撃
だ
。
そ
し

て
、
郵
政
や
自
治
体
、
教
育
、
民
間
な
ど
全
産
別
の
外
注
化
攻

撃
の
一
大
突
破
口
に
な
る
攻
撃
だ
。
し
か
し
、
今
や
検
修
外
注

化
阻
止
は
Ｊ
Ｒ
職
場
の
声
に
な
り
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
一
切
の
団

交
が
で
き
な
く
な
る
ほ
ど
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
民
主
党
は
Ｊ
Ｒ
資
本
と
一
体
と
な
り
、
１
０
４
７

名
闘
争
解
体
に
打
っ
て
出
て
き
た
の
だ
。
１
０
４
７
名
闘
争
と

検
修
外
注
化
阻
止
闘
争
は
一
体
と
な
っ
て
、
反
合
理
化
・
運
転

保
安
闘
争
路
線
で
Ｊ
Ｒ
体
制
を
打
倒
す
る
最
先
端
の
闘
い
だ
。

　

わ
れ
わ
れ
は
断
固
と
し
て
宣
言
す
る
。
解
雇
撤
回
を
投
げ
捨

て
不
当
労
働
行
為
を
容
認
す
る
「
和
解
案
」
を
拒
否
し
、
今
こ

そ
解
雇
撤
回
を
貫
い
て
、
検
修
外
注
化
阻
止
の
Ｊ
Ｒ
職
場
闘
争

と
一
体
で
、
Ｊ
Ｒ
体
制
打
倒
に
立
ち
上
が
ろ
う
！ 　

改
憲
と
戦

争
、
民
営
化
と
労
組
破
壊
に
突
き
進
む
民
主
党
・
連
合
政
権
を

打
倒
し
よ
う
！

1047 名解雇撤回・検修外注化阻止を掲げ２・13 ＪＲ東日本本社に 1850 名の怒りのデモ

「和解案」受け入れは国労解散の道だ

動
労
千
葉
ス
ト
、
２
・
13
闘
争
勝
利
の
地
平
で
闘
お
う



検修外注化阻止！ＪＲ職場闘争と一体で解雇撤回へ
　

国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争
は
、
23
年
前
の
国

鉄
分
割
・
民
営
化
に
よ
る
解
雇
へ
の
怒
り
か
ら
始
ま
っ
た
。

そ
れ
は
、
分
割
・
民
営
化
反
対
闘
争
で
あ
り
、
一
切
の

責
任
を
労
働
者
に
転
嫁
す
る
資
本
を
許
さ
ず
、
仲
間
を

裏
切
る
こ
と
を
拒
否
す
る
労
働
者
の
誇
り
を
か
け
た
闘

い
だ
。
解
雇
撤
回
な
く
し
て
解
決
な
ど
あ
り
得
な
い
。

　

今
日
の
大
恐
慌
情
勢
下
で
、
大
量
解
雇
攻
撃
に
対
す

る
労
働
者
の
怒
り
と
１
０
４
７
名
闘
争
の
結
合
に
恐
怖

し
て
い
る
の
は
民
主
党
・
連
合
政
権
だ
。
だ
か
ら
こ
そ

彼
ら
は
１
０
４
７
名
闘
争
の
解
体
に
出
て
き
た
の
だ
。

　

今
こ
そ
、
４
者
４
団
体
一
部
指
導
部
の
裏
切
り
を
突

き
破
り
、
１
０
４
７
名
闘
争
は
、
２
０
０
０
万
青
年
労

働
者
、
６
０
０
０
万
労
働
者
の
怒
り
と
結
合
し
、
解
雇

撤
回
の
旗
を
高
々
と
掲
げ
て
、
歴
史
の
最
前
線
に
躍
り

出
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
て
い
る
の
だ
！

１
０
４
７
名
闘
争
は
解
雇
撤
回
な
く
し
て
解
決
な
し
！

３
・
１
〜
２
動
労
千
葉
ス
ト
と
連
帯
し
、
３
・
20
闘
争
へ
！

検
修
外
注
化
阻
止
と
一
体
で
Ｊ
Ｒ
体
制
打
倒
へ
！

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
検
修
全
面
外
注
化
を
は
じ
め
新
た
な
第
２
の
分

割
・
民
営
化
攻
撃
を
か
け
て
き
た
。
鉄
道
の
安
全
に
関
わ
る
業
務
を

下
請
け
・
孫
請
け
・
ひ
孫
請
け
な
ど
数
百
の
会
社
に
分
割
し
て
莫
大

な
利
益
を
あ
げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
す
で
に
尼
崎
事
故
、
羽
越

線
事
故
、
新
幹
線
事
故
な
ど
安
全
が
崩
壊
し
て
い
る
中
で
、
鉄
道
会

社
と
し
て
の
根
幹
を
投
げ
捨
て
、
労
働
者
を
最
底
辺
に
突
き
落
と
そ

う
と
し
て
い
る
。
こ
ん
な
こ
と
を
許
す
こ
と
が
で
き
る
か
！

　

し
か
し
、
現
場
か
ら
労
働
者
の
怒
り
が
噴
出
し
て
い
る
。
国
労
本

部
や
東
労
組
本
部
の
裏
切
り
を
突
き
破
り
、「
検
修
外
注
化
阻
止
」

が
Ｊ
Ｒ
職
場
の
声
と
な
っ
て
き
て
い
る
の
だ
。
そ
の
怒
り
の
渦
の
中
で
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
動
労
総
連
合
の
み
な
ら
ず
、
国
労
や
東
労
組
と
も
一

切
の
団
交
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
の
だ
。
検
修
外
注
化
は
、
究
極
の

合
理
化
攻
撃
で
あ
り
、
こ
れ
を
ぶ
っ
飛
ば
す
こ
と
は
分
割
・
民
営
化
体

制
を
ぶ
っ
飛
ば
す
闘
い
そ
の
も
の
だ
。
こ
の
闘
い
は
国
鉄
を
突
破
口
に

全
産
別
で
外
注
化
を
強
行
す
る
攻
撃
と
の
全
面
的
対
決
の
闘
い
だ
。

　

今
や
、
検
修
外
注
化
阻
止
へ
青
年
労
働
者
の
決
起
が
開
始
さ
れ
た
。

Ｊ
Ｒ
本
体
の
闘
い
と
1
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争
が
一
体
と
な
っ
っ
た

時
、
Ｊ
Ｒ
体
制
打
倒
の
巨
大
な
展
望
が
切
り
開
か
れ
る
。
追
い
詰
め

ら
れ
て
い
る
の
は
Ｊ
Ｒ
資
本
の
側
な
の
だ
。

　

動
労
千
葉
の
鉄
建
公
団
訴
訟
で
、
１
０
４
７
名
の
Ｊ
Ｒ
か
ら
の
排

除
が
、
Ｊ
Ｒ
総
連
の
要
求
を
受
け
入
れ
た
葛
西
ら
国
鉄
当
局
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
闘
え
ば
真
実
は
明
ら
か
と
な

り
、
労
働
者
の
団
結
し
た
力
が
あ
れ
ば
資
本
に
勝
て
る
。
１
０
４
７

名
解
雇
撤
回
・
検
修
外
注
化
阻
止
で
Ｊ
Ｒ
体
制
打
倒
へ
！

　

２
月
１
〜
２
日
、
動
労
千

葉
は
、
検
修
外
注
化
阻
止
・

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
制
度
撤
廃

を
掲
げ
、
組
合
員
２
名
の

強
制
配
転
に
抗
議
し
て
48
時

間
ス
ト
ラ
イ
キ
を
打
ち
抜
い

た
。
こ
の
闘
い
の
先
頭
に
は

平
成
採
の
青
年
組
合
員
が
立

ち
、
２
名
の
組
合
員
が
動
労

千
葉
に
加
入
し
た
。

　

２
月
13
日
、
動
労
千
葉

な
ど
5
団
体
が
よ
び
か
け
た

「
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
！
検
修
外
注
化
阻
止
！
反
合
理
化
・
運
転

保
安
確
立
！
２
・
13
全
国
労
働
者
総
決
起
集
会
」
に
は
、
１
８
５
０

名
が
結
集
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
本
社
へ
戦
闘
的
デ
モ
を
貫
徹
し
た
。

　

そ
し
て
、
動
労
千
葉
は
、
検
修
外
注
化
の
た
め
の
再
度
の
幕
張
電

車
区
２
名
の
強
制
配
転
に
抗
議
し
、
３
月
１
〜
２
日
、
第
２
波
の
ス

私たちは金が欲しくて闘ってきたんじゃない！
　国鉄分割・民営化攻撃をく
ぐり抜けてから23 年。私た
ちは、解雇撤回を高々と掲げ
てＪＲ資本、国家権力と闘い
抜いています。しかし、４者
４団体は何をやっているのか。
「政治解決」と称して民主党
に頭を下げ、身も心も捧げながら金銭解決を求め
ている。私たちは金が欲しくて闘ってきたんじゃな
いんです！分割・民営化以降、本当に苦しい思いを
してきました。しかし、国鉄分割・民営化は全労
働者にかけられた攻撃だという思いで先頭に立っ
て闘ってきました。ここに来て金をもらって闘争を
やめて不当労働行為を認めるなんてことが許され
るんでしょうか。私は絶対に許しません！　解雇撤
回を貫く以外に私たちの解決はない。この決意で、
すべての闘いの最先頭でこれからも闘い抜きます。
羽廣憲さん（小倉闘争団員）の２・13集会発言

イラク反戦７周年全世界一斉デモ

〈改憲・戦争・民営化・労組破壊〉攻撃粉砕！

国鉄 1047 名解雇撤回－沖縄の怒りで

鳩山政権ぶっ飛ばせ！

●３月20日（土）午後１時～

●代々木公園Ｂ地区

※集会後、渋谷デモ

○主催：ワーカーズアクション実行委員会

３・20ワーカーズアクション

 動労千葉３・１～２第２
波ストを決定！

ト
ラ
イ
キ
を
決
定
し
た
。組
織
破
壊
攻
撃
へ
の
怒
り
の
ス
ト
ラ
イ
キ
だ
。

　

今
、
民
主
党
・
連
合
政
権
は
支
持
率
も
低
下
し
、
そ
の
支
配
は
ぐ

ら
ぐ
ら
だ
。
民
主
党
政
権
の
最
大
の
弱
点
は
、
国
鉄
と
沖
縄
だ
。
国

鉄
分
割
・
民
営
化
が

完
成
し
な
い
こ
と
は
連

合
の
存
在
基
盤
を
揺
る

が
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

基
地
を
め
ぐ
る
沖
縄
の

怒
り
を
彼
ら
は
解
決
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

３
・
１
〜
２
動
労
千

葉
ス
ト
ラ
イ
キ
と
連
帯

し
て
闘
お
う
。
そ
し
て

国
鉄
と
沖
縄
の
闘
い
を

軸
に
し
た
３
・
20
ワ
ー

カ
ー
ズ
ア
ク
シ
ョ
ン
に

結
集
し
共
に
闘
お
う
！

２・13 デモの先頭に立つ動労千葉・動労総連合


